
秋ギク「神馬」における消灯後の低コスト変温管理法

［要約］秋ギク「神馬」は、消灯後に１３℃－１８℃－２０℃の変温管理をするこ

とにより健全に花芽分化させることができる。これは、花芽分化期間中の暖房費を

低減することができる省エネ加温法である。
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［背景・ねらい］

「神馬」は加温電照栽培において、消灯後20℃の一定の夜温管理で花芽分化させる。切

り花価格が低迷している中で、現場からは、切り花品質を低下させず暖房コストを下げる

ことのできる低夜温管理が求められている。

そこで、変温管理による低コストな加温方法を確立する。

［成果の内容・特徴］

１.「神馬」は、電照消灯後の夜温管理を、13℃（17時から22時）－18℃（22時から3時）

－20℃（3時から9時）とすることにより切り花品質を低下させずに花芽分化させること

ができる（表１）。

２.この変温管理は、２０℃一定の管理に比べて燃料消費量が２０パーセント程度少なくな

る（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１.栽培施設内には送風ファンを設置し、加温中の温度を均一に保つ。



［具体的データ］

表１ 「神馬」の消灯後の変温管理と切り花品質

試験区 採花日 切り花長 葉数 柳葉数 花首長 切り花重 舌状花 管状花

16-18-20 2/20 96.9cm 48.8枚 1.1枚 1.8cm 118.0g 249.9枚 27.1枚

13-18-20 2/21 95.6 48.4 1.2 1.6 96.3 267.6 34.6

注１）定植 平成13年11月6日 消灯 平成13年12月29日

注２）16-18-20 17:00～22:00：16℃

22:00～3:00 ：18℃

3:00～9:00 ：20℃

注３）13-18-20 17:00～22:00：13℃

22:00～3:00 ：18℃

3:00～9:00 ：20℃

注４）再電照は、消灯後14日暗期の後に4日点灯

表２ １月の１日当たり燃料消費量推定値

試験区 平均温度 燃料消費量（Ａ重油） 比 率

16-18-20 18.1℃ ７７㍑ 85.9％

13-18-20 17.2 ７１ 79.2

20一定 20.0 ８９.６ 100.0

注１）根拠（施設園芸ハンドブックにより試算）

ﾋﾞﾆﾙﾊｳｽ面積：1,000㎡ 内張り：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ一層張り

農試１月の最高温度：10℃、最低温度：２℃
-2 -1夜間地表伝熱負荷：-100kcal･m ･night

温風暖房機の熱利用効率：0.8

燃料の平均発熱量：Ａ重油8,700kcal/㍑

［その他］
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